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日本語コミュニケーションからみた不寛容の問題と和解への道、そして新たな発展へ 
 

齋藤孝滋 
 
Ⅰ[国内]日本語標準語に対する方言： 
1. ｢生活言語｣vs.｢アクセサリー｣(小林隆 2004) 

 ・生活言語としての方言使用者における、「アクセサリー」

としての方言使用（者）に対する寛容と不寛容の問題。 
・「アクセサリー」としての方言使用者における、「生活

言語」としての方言使用（者）に対する意識。 
2. 「自己表現の手段としての方言」(陣内正敬 2007) 

  ･自己表現の手段としての方言使用(者)に対する寛容と

不寛容の問題。 

Ⅱ[海外]日系人社会における日本語と移住先言語 
1. 南米日系人社会の日本語 

伯他｢葡･西語&日本語の混成言語｣使用 vs パラグアイ

｢日本語と西語とのバイリンガル｣(中東靖恵 2010) 
2. クレオール日本語 

｢(アタヤル人の母語である)台湾・宜蘭クレオール(簡
月真･真田信治 2010)｣vs.｢標準日本語｣ 

   例：wasi sensey cigow, washi ga seto. 
（私は先生じゃない。私は学生だ。） 

 
Ⅲ国際的共生日本語の成立と発展： 

1. ｢柔道用語による共生日本語｣vs.｢標準日本語｣(齋藤孝滋 2007) 
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  2 . 「柔道礼法による共生礼法」vs.「標準日本礼法」 
 1.｢柔道用語による共生日本語｣vs.｢標準日本語｣と類似した変

容が認められる点で興味深い。 
 
[解説] 

・柔道用語としての日本語は、行動に関する基本的表現、評価・ペ

ナルティーに関する基本的表現体系を持つ。→変容日本語は、行

動と評価に関する基本的表現体系を持つために、一般社会活動の

場でも有効なコミュニケーション言語となり得る。 
・柔道･JUDO＝正式名称｢日本傳講道館柔道」。「講道館」は嘉納治

五郎により設立。競技人口はサッカーについで世界第位､IJF(国
際柔道連盟)加盟国数は国連を上回る国際的メジャースポーツ。 

 使用用語はすべて日本語（社会方言的言語体系を持つ言語） → 

柔道用語による日本語は、スポーツとともに世界的に普及した、

最も使用者数が多い「変容日本語」である。→ 「国際的共生言

語としての条件を備えている」 
嘉納治五郎（東京高等師範学校校長、日本で最初の留学生教育機

関｢宏文学院｣設立者､アジアで最初のオリンピック委員｡トレバ

ー・レゲット＜『武士道と紳士道』著者、BBC日本語部長＞が、

世界で最も著名な日本人として紹介）。 
柔道精神＝「精力善用」（エネルギーを「善く」かつ「効 
率よく」活用すべし）→柔道だけでなく、社会活動、環境 
問題にまで及ぼす思想。エコ思想の魁。＜実際に環境保全 
については東京五輪（第２次大戦により中止）で計画＞ 

｢自他共栄」とその実践→「多文化共生教育の魁」（齋藤2004） 
・共生日本語については、岡崎眸(2007)21頁に、その性格につい 

て述べられている。 
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[付記] 本シンポジウム開催後の日本学術会議公開講演会「日本語の将来 

(2010年9月9日開催、於日本学術会議講堂)における御講演：木部暢子氏 

「方言の多様性から見る日本語の将来」の中に、本シンポジウムとも関連 

する興味深い指摘がみられたことを付記しておきたい。 




